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２１．長池小学校区  八尾市の未来を語るタウンミーティング（開催日時：平成２１年２月２０日）での意見への対応状況 

市民のみなさんからのご意見 市長説明 
対応状況と今後の方向性 

（平成 21年 4月現在） 

① 交通手段について 

○ 長池小学校区を通って山本駅に行くバ

スが段々減り、ついに廃止になりました

ので、外出するのが不便です。なんとか

打開策は無いでしょうか。 

○ 近鉄バスの山本駅へのルートは、駅のロ

ータリーが狭いからバスを廃止したの

でしょうか。 

 

 

 

○ バスの話はこの地域以外からも出てい

ます。コミュニティバスの廃止は、利用

率が悪かったためです。 

○ 近鉄バスが４月から地下鉄八尾南駅か

ら市立病院を通ってＪＲ久宝寺駅に行

く路線を運行すると聞いています。 

○ 近鉄バスと協議を続けるだけでなく、民

間病院・大阪経済法科大学からも協力の

申し出もあり、八尾市全体の交通網につ

いて関係機関との協力も含めて検討を

しています。 

○ 山本駅のバスの廃止は、近鉄バスの採算

が取れないという理由ではないかと思

います。 

 

○ コミュニティバスについては、費用対効果の観点から一旦廃止

したところです。本市では子どもやお年寄りを含めた市民の移

動利便性の向上に向けて、様々な観点から検討を行い、八尾市

として効果的な公共交通体系を考えて行きます。 

また、今後は地域おける交通問題を市民とともに考える仕組

みづくりに取り組んでまいります。 

なお、近鉄バスについては、交通渋滞や利用者数の低迷など

採算性が悪いことから廃止したと伺っています。 

 

② 安全安心の取り組みについて（学校関

係） 

○ 一戸一灯運動をしていますが、中学校で

電灯をつけて頂けると明るくなると思

います。 

 

 

○ 一戸一灯運動ありがとうございます。各

地域から学校周辺が暗いとの話があり

ますので、各学校に外灯をつけ周りを明

 

 

○ 学校周辺の外灯設置の要望につきましては、以前より学校及び

関係課と調整のうえ、随時設置調整を行っておりますが、平成

２１年度中に地域活性化・生活対策臨時交付金を活用し、環境
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○ 池田小学校の事件から、各学校に安全対

策推進員を配置するようになりました

が、大阪府の補助が無くなったら八尾市

も廃止するのでしょうか。 

○ 各学校の耐震診断の進捗状況を教えて

ください。5～6年前に同じ質問をした際

には「３年をかけて全部実施します」と

言っていたと思いますが、未だに終わっ

ていないのはどういうことでしょうか。 

るくするよう予算を市議会に提案して

います。ＬＥＤの電球などを使うなど環

境問題にも配慮したいと考えています。

また、地域での防犯灯も、ポール設置費

用も同様に提案しています。 

○ 学校の安全対策推進員の配置は、続けて

いきたいと考えています。 

○ 耐震化は、長池小学校の教室は平成 20

年度に、体育館は平成 21 年度に耐震診

断の予定です。そのほかの施設について

も順次対応をしていきたいと考えてい

ます。八尾中学校は耐震診断結果により

耐震化を実施していきたいと考えてい

ます。体育館は耐震化対応済みとなって

います。 

○ 八尾市の学校の耐震診断等は府下でも

遅れており、平成 20 年末で約 20％です。

平成 22 年度には耐震診断を完了させ、

平成 27 年度には耐震化を完了させたい

と考えています。耐震診断は１年前倒し

で実施しています。耐震診断をする事業

問題に配慮したＬＥＤ防犯灯の設置並びに改修を実施する予定

です。 

○ 学校の安全対策推進員制度につきましては、平成２１年度は、

継続実施をさせていただきます。 

○ 平成２２年度以降につきましては、府の交付金制度の動向を踏

まえながら、関係各課と連携し、事業継続方法等について検討

してまいりたいと考えています。 

○ 長池小学校・八尾中学校・長池幼稚園を含め、まず学校園全体

の耐震診断を平成２２年度に完了させる予定です。その後、耐

震補強工事につきまして、耐震診断結果及び八尾市耐震改修促

進計画にもとづき、関係各課と連携のうえ、早期実施に努めて

まいりたいと考えております。 

 なお、八尾中学校体育館につきましては、新耐震基準を満た

しております。 
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者が全国で手一杯な状態など、困難な状

況もありますが、頑張って進めていきま

す。 

③ （１）高齢者への配慮について（交通） 

○ 近鉄バスですが、高齢者にとっては「足」

です。市立病院にいくのにも困っていま

す。コミュニティバスや近鉄バスの利用

が少ないとの事ですが、料金を下げれば

良いのではないでしょうか。大阪市等で

は「敬老パス」などがあり、八尾市も補

助をしていただけませんか。 

 

○ 公共施設や病院などへの利便性が良く、

観光などもできるバスルートができれ

ばと考えています。近鉄バスに、路線に

ついて提案していただくように依頼し

ていますし、交通網については庁内でも

議論をしています。 

 

 

○ コミュニティバスが廃止され、公共施設へ行く交通機関がない

高齢者に対する支援については、市内部の関係機関において、

何ができるかについて検討してまいりたいと考えております。 

③ （２）高齢者への配慮について（福祉サ

ービス） 

○ 敬老金は楽しみにしている高齢者が多

いので、これの廃止は止めるべきです。

財源がないと言うのが理由なのは間違

いで、どうにでもなると思います。高齢

者を大事にする福祉の心が必要です。 

○ 病気がちであるなど、行政サービスを受

けたくても受けられない高齢者も居ら

れます。そういう方への心配りは無いの

 

 

○ 敬老金は 12月市議会で廃止が可決され、

決定しています。地域包括支援センター

が現在直営１箇所、民間委託５箇所あり

ますが、平成 21 年度にこの財源を利用

して民間委託を 10 箇所にし、高齢者の

方が身近な所で色々な相談やサービス

が受けられるようにしたいと考えてい

ます。 

 

 

○ 高齢社会が進行している中で市では、ともに支え育てる豊かな

高齢社会の実現を基本目標とし、高齢者の尊厳の確保、高齢者

の自立支援、市民参画の地域福祉を基本理念とした第４期高齢

者保健福祉計画及び介護保険事業計画を策定しており、その計

画に基づき事業を推進してまいります。 

○ 敬老金は長寿を祝し敬老の意を表するために支給してまいりま

したが、高齢社会が進行する中で高齢者を取り巻く環境がます

ます厳しくなっていくことに対応できるよう、高齢者福祉を再
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でしょうか。 また、街かどデイハウスへの支援や敬

老祝寿会などのあり方も検討いたしま

す。これからは個人給付ではなく、行政

サービスが受けやすい体制を作ってい

きたいと考えています。 

○ 高齢クラブの方から、地域の高齢者の見

守りや家庭訪問など、地域で何かできな

いかとの提案も受けていますし、高齢者

への虐待なども早期に発見できるので

はと考えています。 

○ 消防では登録頂ければ、職員が年に一度

ですが、家庭訪問をしています。また、

ごみ収集についても登録していただけ

れば、ふれあい収集の一環で足等の不自

由な方のごみを家の前まで収集をした

りしています。 

構築するために廃止したものであり、高齢福祉の原点である高

齢者を大事にする福祉の心をなくしたものではありませんので

ご理解賜りたいと思います。 

○ 高齢者の置かれている状況はそれこそ千差万別で個々の状況に

応じた対応が必要であると考えており、そのためには地域の高

齢クラブや民生委員・児童委員、地域包括支援センターなどが

連携し、地域の課題は地域で解決するための組織作りに努めて

いるところであります。 

④ （１）高齢クラブの活動や学校施設等に

ついて（高齢クラブ） 

○ 行政の方から色々と依頼を受けたこと

をさせていただいていますが、それだけ

で良いのかという気がします。 

 

 

○ 高齢クラブの役員さんと、敬老祝寿会の

あり方や組織率が低い事への協力並び

に補助金の支給要件の検討について話

 

 

○ 高齢クラブは会員相互の親睦を図るためや、高齢者が互いに助

け合いいろいろな活動をされていますが、今後とも高齢クラブ

の活性化につながる手法について協議してまいりたいと考えて
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○ 独居老人が５０名以上おられ、婦人会は

じめ色々と温情のある活動をしていた

だいておりますが、市の方からもっと補

助してください。 

 

し合いをしました。高齢クラブと市とが

協力しあって高齢者の住みやすいまち

につなげていきたいと考えています。 

○ 孤独死防止事業や高齢者の住宅等安心

確保事業などを実施する中で、高齢者の

見守りなども対応させていただくとと

もに、高齢クラブを含め地域の皆さんと

共に支えあいたいと考えています。 

おります。 

○ 地域での高齢者の見守り事業については、現在、実施している

事業だけではなく、今後とも研究してまいります。 

 

④ （２）高齢クラブの活動や学校施設等に

ついて（学校施設） 

○ 夏の期間は学校の教室がとても暑いで

す。扇風機が一台では問題ですのでクー

ラーの設置をお願いしたいです。 

 

 

 

○ 夏に学校の教室が暑いということです

ので、来年度に幼・小・中全ての公立学

校園の教室に扇風機を設置するための

予算を提案しています。１教室に４台程

度の想定です。クーラー設置は費用や環

境問題を考慮し、扇風機を設置すること

としたところです。 

 

 

○ 地域活性化・生活対策臨時交付金を活用し、平成２１年度中に

全学校の全普通教室への扇風機設置を実施する予定です。 

尚、普通教室のクーラー設置につきましては、財政状況等を

考慮すると、現時点では困難であると考えています。 

④ （３）高齢クラブの活動や学校施設等に

ついて（楠根川） 

○ 楠根川にごみが沢山あって酷い状態で

すので、何とかしていただけませんか。 

 

 

○ 楠根川のごみについては、後ほど確認を

させていただきたいと考えています。行

 

 

○ 現地確認したところ、楠根川のごみが放置されているところは

大阪府が管理されている河川となっていますので、大阪府へ申
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政として対応していきますが、普段は地

域で協力して清掃していただければと

考えています。また、きれいなまちにす

るために、ポイ捨て禁止条例も検討して

いきたいと考えています。 

 

し入れします。 

⑤ （１）道路の整備について（ごみ収集車） 

○ この周囲はごみ収集車の抜け道になっ

ているように思います。民営化（事業系

一般廃棄物のみ）後は、非常に早いスピ

ードで通って行きますので、危なくなっ

ています。 

 

○ 市のごみ収集車については、注意喚起し

ていきます。民間の事業者には市のほう

から、住宅街での走行ではスピードを落

とすなど注意喚起を考えています。 

 

○ 民間の許可業者には市の方から住宅地での走行ではスピードを

落とすなど注意喚起をしてまいります。 

⑤ （２）道路の整備について（道路幅） 

○ 道路が狭いので、水路を暗渠にして道路

を広げ、子どもたちも通りやすくしてい

ただけないでしょうか。 

 

○ 水路や道路をどうするかは、長池町周辺

のような状況のまちでは、まちづくりの

大きな課題だと思います。地域で話し合

っていただいて、まちづくりを進める事

が地域別計画に繋がったりします。市で

も検討いたしますが、地域のまちづくり

にもご参加いただければと思います。 

 

 

○ 治水面を考えると開水路のほうが望ましいですが、交通安全上

必要な箇所については、順次暗渠化に取り組んでいます。 
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⑥ 水道について 

○ 水道事業の安全性をアピールしてくだ

さい。 

○ 八尾市の水道ビジョンについて教えて

ください。 

（野村水道事業管理者） 

○ 水道事業は、基本的に水道料金で実施し

ています。地方公営企業ですので、儲け

主義ではなく、まちづくりの問題や防災

などの観点から水道事業をしています。 

○ 八尾市は水道水を府営水道から購入し

ています。安全でおいしい水を安く提供

していきたいと考えています。水道水は

「高度浄水処理水」で、普通のペットボ

トルの水よりおいしい水です。 

○ これまで、学校では貯水タンクに水を貯

め給水していましたが、直接給水できる

ようにし八尾のおいしい水について啓

発していきたいと考えています。 

 

○ 日本の水道水は供給の安定性、水質の安全性において世界的に

誇ることのできるもので、特に八尾市では大阪府営水道から「高

度浄水処理水」を購入し、24時間体制で水質を監視し、水量を

コントロールしながら各ご家庭・事業者の方へお届けしていま

す。また、大規模災害に備え、ハード面では水道管や施設の耐

震化を計画的に進めているほか、電算システムのバックアップ

化、隣接都市（柏原市）との緊急連絡管の布設も計画していま

す。更にソフト面でも、近隣都市や水道関係団体と災害時の相

互応援協定を締結し、防災訓練も実施しています。 

○ 平成２０年３月に策定しました「八尾市水道ビジョン（計画期

間：平成２０～３２年度）」は、今後の本市水道事業のあるべ

き姿とそれを実現するための次の６つの基本方針からなってい

ます。①災害や危機管理に強い ②信頼性が高く安心 ③健全

な経営 ④多彩な人材と柔軟な組織 ⑤地球環境にやさしい 

⑥お客さまとともに歩む。近年、少子高齢化や節水機器の普及、

経済低迷等を要因とする水需要の低下により長期的に料金収入

が減少しつつある一方、高度経済成長期に建設した施設の多く

が更新時期を迎え、耐震化や環境対策など新たな課題も出てき

ています。水道局では、計画を立てるだけでなく、ビジョンの

目標を着実に達成していくため、内部に推進部会・専門部会を
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設け、課題解決に努めています。 

⑦ 全国学力テストについて 

○ 大阪府の学力が低いとの事ですが、八尾

市はどうなのでしょうか。今後学力向上

に向けてどのような取り組みをされま

すか。 

 

（中原教育長） 

○ 八尾市は全国平均より下で、大阪府平均

よりは上でしたので、全国レベルをめざ

して頑張っています。学力テストは全て

の項目の調査ではありませんでした。八

尾市の基礎学力は全国レベルですが、応

用学力が低いという傾向があります。こ

れの対応として、家庭学習や基礎的な生

活習慣の定着を図っていくことが、学校

の取り組みと共に大切です。 

○ 小学校・中学校が連携を強化して子ども

の指導に一貫性を持っていきたいと考

えています。 

 

 

○ 平成 20 年度の全国学力・学習状況調査の結果は、八尾市の学

力は、ほぼ、全国平均と大阪府の平均値の間にあります。基礎

基本の学力はもちろんのこと、教科で学んだ知識・技能を様々

な場面に活用したり、課題解決のために応用したりする力の向

上にむけて、教科によっては少人数の編成で学習したり、視聴

覚教材や反復学習教材をより有効に活用したりするなど、「わ

かる授業」の実践に努めてまいります。また、学力向上フォー

ラムを開催するなどし、先進的に取組んでいる学校の実践や方

法を交流し、市内全体の学力の向上につなげてまいりたいと考

えています。 

⑧ 長池小学校の防災環境について 

○ 防災発生時に消防車が長池のまちで入

れない所があるのではないでしょうか。

長池町１丁目や３丁目のように普通車

が切り返して入っているようなところ

があります。そういう状況を地域の方か

 

○ 消防の車が入っていけるかどうかにつ

いては、後日、消防から説明をさせてい

ただきます。 

○ 災害時の自助訓練や走りながらシミュ

レーション等もされていると聞いてい

 

○ 消防署では、道路幅の狭い地域の状況を把握するために日常の

業務として消防車で各地区に出向き、進入路や消火栓の位置確

認などを行い、その調査結果情報を共有化し災害発生時に備え

て、防御検討やシミュレーションを行うなど、警備態勢の万全

を図っております。火災発生時は道路上に設置された消火栓を
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ら言わなくても市は把握されているの

でしょうか。 

ます。 求めて火災現場に接近します。消火活動は、消火栓等に水を求

めた消防車からホースを火災現場まで延長して行うことから、

必ずしも火災現場のすぐ近くに消防車をつける必要はありませ

ん。消防ホースの長さも１本２０ｍで１台の消防車に３０本程

度積んでいますので、５００ｍ程離れた場所からでも消火活動

が可能です。狭隘道路を何度も切り返して火災現場に近づくよ

りも、安全確実な位置に停車し、すばやい活動を開始すること

が消火活動の原則となっています。 

⑨ （１）道路整備について（交差点） 

○ 桜ヶ丘４丁目の交差点（洋菓子店の辺

り）の一部に鉄板を敷いた所がありま

す。工事をしていたので、撤去して歩き

易くなるのかと思っていましたが、変化

がありません。同じ工事をするなら、車

椅子の走行などにも思いやりのある工

事をしていただきたいです。 

○ 歩道と車道に段差があるので車椅子が

通りにくいです。車椅子の人が一人で越

えられるようにするべきです。また、幅

を広げてスムーズに行き来できるよう

にならないでしょうか。 

 

○ 鉄板がどのように敷かれているか不明

ですので、確認をさせていただきます。 

○ 歩道の段差については国の基準があり

ます。大阪府では「道路から２センチ立

ち上げて、上部３センチを斜めに切断」

して段差を緩めるなどの例はあります

が、段差を全く無くすと歩行者の安全面

に問題がある場合もあるようです。 

○ アリオ前の道路のうち１車線はアリオ

の敷地で、自主的に後退して道路にされ

ていますので拡幅などは難しいと考え

ています。 

 

○ 現地を調べましたが鉄板については、すでに撤去されているよ

うです。道路整備については、限られた予算の中で進まない箇

所もありますが、誰もが安心して出歩けるよう八尾市バリアフ

リー基本構想に基づき順次整備を進めております。 
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⑨ （２）道路整備について（押しボタンな

ど） 

○ 交差点の押しボタンも植え込みが邪魔

になって押しにくいところがあります。

植木の配置や押しボタンの設置場所な

どを配慮した設計ができないでしょう

か。 

 

 

○ 押しボタンの位置などについては確認

をさせて頂きたいと思います。 

 

 

○ 要望の押しボタン信号機については、八尾警察署に対して視覚

障害者の方等がボタンを押しやすいように配慮するよう改善要

望を行っています。 

 

⑩ 出生率を高める施策について 

○ 八尾市独自の出生率を高められるよう

な施策について教えてください。 

 

 

○ 子どもの医療費の助成を４歳から就学

前まで拡充いたしました。 

○ 本年度は妊産婦健診を１回だったもの

を２回に増やしました。来年度は１４回

にし、１回２,５００円補助できるよう

に、予算を市議会に提案しています。 

○ 子育て支援・児童福祉の観点から、「こ

ども未来部」を本年度からつくり、一元

的に対応できるように体制の強化を行

いました。 

 

○ 少子化は重要な課題の一つと認識しておりますが、その原因は

晩婚化・未婚化などの結婚観の変化や、仕事と家庭の両立の問

題、さらには経済的な不安など、様々な社会構造的な問題と関

わりがあり、市独自の取り組みだけで、出生率の向上を図るこ

とは難しいと考えております。 

しかしながら、身近な子育て環境の整備も少子化への重要な

対応であるとの認識から、平成２１年度の市政運営方針にも「安

心して子どもを生み育てることができる環境づくり」を重点と

して掲げ、取り組んでいるところであります。一例としまして、

本市独自の施策ではありませんが、乳幼児医療費助成について

は、大阪府福祉医療制度を活用し実施しており、平成 20 年７月

に、その通院の対象年齢を市独自で就学前まで拡充し、現在は

通院（外来）・入院ともに就学前までの助成となっております。 
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 また、母体の保護や胎児の健康確保ならびに健診に要する

経済的負担の軽減を図るため、妊産婦健診の助成を行ってお

り、平成２０年度は従来の１回から２回に増やし、平成２１

年度より１４回の健診を対象に１回につき２，５００円の助

成（受診券方式）を実施しております。 

 今後とも、次世代育成支援の推進に取り組んでまいります。 

⑪ 光町公園について 

○ 以前は光町公園で、子どもたちがサッカ

ーやキャッチボールや自転車の練習を

していました。しかし、現在は盛土がさ

れ、花壇も荒れていて、ベンチもありま

せん。なぜ、あのような整備をしたので

しょうか。あれでは公園といえませんの

で、せめてベンチでも整備していただき

たいと思います。 

 

○ 公園があのような状況であり、ボール遊

びが禁止になっているのは、近隣のマン

ション等からの苦情などもあったと聞

いています。ベンチがない等についても

確認しておきたいと思います。 

 

○ 公園については、夜間のボール遊び等の騒音や野球のボールが

道路に飛び出し、車への被害や通行の妨げになるなどの苦情が

多く、野球やサッカー等の球技は禁止しております。光町公園

については、その苦情が特に多く、また危険でもあったために

盛土をしております。今後も公園の利用方法等を地域の方と協

議してまいりたいと考えております。 

 

 


